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議 会構成 議会構成

５月
臨時会

総務委員会
行政の総合的な企画・管理・
広報や、財政・税務などの
事務について審査します。

福祉教育委員会
福祉や子育て、学校・幼稚
園から生涯学習・スポーツ
などの教育に関する事務に
ついて審査します。

経済建設委員会
農政・商工・観光・文化お
よび土木・建設・都市計画
や上下水道などの事務につ
いて審査します。

三
島
市
議
会
の
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

＜本会議＞
　全議員で構成され、議会の意思を決定する最も重要な会議です。本会議には、定期的に開かれる「定例
会（年４回）」と、必要に応じて特定の案件を審議するため開かれる「臨時会」があります。
　本会議では、提出された議案についての説明を受け、議員が質疑や意見を述べて賛成・反対を明らかにし
ます。また、議案とは関係なく市政全般についての所信を問うことを一般質問といい、定例会に限り行われます。

＜委員会＞
　市の行政は広範多岐にわたっており、内容も専門化しているため、能率的かつ専門的に審査するために
委員会を設置しています。三島市議会には、３つの常任委員会があり、議員は必ずどれか１つの常任委員
会に所属しています。そのほかに、議会を円滑に運営するための議会運営委員会、特に集中して審査する
場合などに臨時的に設置される特別委員会があります。

本会議・委員
会とは？

常
任
委
員
会
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す

各
常
任
委
員
会
に
所
属
す
る
議
員
の
紹
介
と
併
せ
て
、

各
議
員
に
対
し
一
言
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
掲
載
項
目
】　
①
健
康
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
　
②
楽
し
み

第 69 代議長 
大
おお

房
ふさ

　正
まさ

治
はる

第 74 代副議長
堀
ほりえ

江　和
かずお

雄

①感謝の訓練と
食養生

②やる気と笑顔
と慈愛にふれ
ること

①週末に娘と
　卓球
②読書と音楽を
聴くこと （

７
月
22
日
現
在
）

①妻と喧嘩しな
いこと

②愛娘・愛息の
成長、テニス

①手洗い・うが
い・マスク着用

②子どもの成長・
家族の時間

①暴飲暴食に気
を付けている

②晩酌・ゴルフ

①ひとりの時間
をもつこと

②犬猫とのスキ
ンシップ

土
つちや

屋　利
り え

絵（改革みしま）

①毎朝フルーツ
入りヨーグル
トを食べる

②海外ドラマ

岡
おかだ

田　美
み き こ

喜子（新未来 21）

①野菜を多く食
す・筋トレ

②トランペット
演奏

佐
さ の

野　淳
あつよし

祥（緑水会）

①心の健康が
　第一
②デール・ワッ
サーマンの戯
曲が最高

杉
すぎさわ

澤　正
まさひと

人（新政会）

①手洗い・うがい
②ゴルフ

大
おおふさ

房　正
まさはる

治（緑水会）

①よく笑うこと
②日常のちょっ
とした感動に
出会うこと

河
こうの

野　月
つきえ

江（日本共産党議員団）

①毎日運動する
②毎日アイスを
食べる

佐
さとう

藤　寛
ひろふみ

文（無会派）

①毎日１万歩以
上歩く！

②お風呂上がり
のビール

川
かわはら

原　章
あきひろ

寛（新未来 21）

①早朝のラジオ
体操

②記録映画「わ
が街三島」の
鑑賞

石
いしい

井　真
まさと

人（新政会）

①新鮮な野菜中
心の食事

②風景の中に四
季を感じるこ
と

野
のむら

村　諒
りょうこ

子（緑水会）

①妻とウオーキ
ング

②仲間とコミュ
ニケーション

委 員 長

①食生活と定期
検診

②自然散策と経
済・歴史小説
の時間

大
おおいし

石　一
いちたろう

太郎（新政会）

委 員 長

①運動・クロス
バイクで走る

②ハリウッド映
画を観る

村
むらた

田　耕
こういち

一（公明）

委 員 長

藤
ふじ え

江　康
やすのり

儀（改革みしま）

　

５
月
15
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
野

村
諒
子
副
議
長
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴

い
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
堀
江
和

雄
議
員
が
第
74
代
副
議
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

議
長
は
引
き
続
き
大
房
正
治
議
員
で

す
。

　

ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な

ど
の
ほ
か
、
１
件
の
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
３
件
の
専
決

処
分
の
報
告
を
受
け
て
承
認
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　

円
滑
で
効
率
的
な
議
会

運
営
を
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
会
の
会
期
お
よ
び
日
程
、

特
別
委
員
会
の
設
置
、
議

案
お
よ
び
請
願
・
陳
情
の

取
り
扱
い
、
議
会
関
係
規

則
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。

委
員
長　
　

土
屋　

利
絵

副
委
員
長　

川
原　

章
寛

委
員　
　
　

松
田　

吉
嗣

　
　
　
　
　

中
村　
　

仁

　
　
　
　
　

杉
澤　

正
人

　
　
　
　
　

鈴
木　

文
子

　
　
　
　
　

服
部　

正
平

委員会の活動はいつ行われるの？

定例会の期間中に予算や決算などの議案の審査を行うほか、定例会が閉会
している間も、担当する分野のさまざまな調査研究を行っています。ほか
の都市の先進的な取り組みを視察することもあります。

①早朝の三島を
散歩

②川、花、鳥、
富士山との静
かな対話

副委員長

①減塩食・笑顔・
運動

②孫の成長・美
術館巡り

鈴
すずき

木　文
ふみこ

子（公明）

副委員長

①身体を鍛える
こと（空手など）

②家族団らん。
特に孫と遊ぶ
とき

甲
か い

斐　幸
ゆきひろ

博（緑水会）

副委員長

古
こ な が や

長谷　稔
みのる

（新政会）

①偏食せず、朝
１杯の豆乳は
最高！

②旅先での出会
いと発見

沈
ちん

　久
く み

美（新政会）服
はっとり

部　正
しょうへい

平（日本共産党議員団）

松
まつだ

田　吉
よしつぐ

嗣（緑水会） 中
なかむら

村　仁
まさし

（緑水会）

堀
ほりえ

江　和
かずお

雄（公明）宮
みやした

下　知
ともあき

朗（新未来 21）
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令和２年
４月臨時会
４月30日

議案審議の概要

令和２年
６月定例会
６月９日～６月24日

会期：16日間

■今回の議案は…

市長提出議案17件
議会提出議案１件

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
国
の
補
助
金
で
あ
る
「
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
交
付
金
は
、
地
方
公
共
団
体
が

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
感
染
拡
大
の

防
止
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
、
住
民
生
活

を
支
援
し
て
、
地
方
創
生
を
図
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
交
付
金
の

対
象
事
業
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
者
応
援
補
助
金　

�

２
億
５
千
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
特
に
影
響
を
受
け
て
い
る

事
業
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
、
国
の

持
続
化
給
付
金
の
対
象
に
は
な
ら
な
い

も
の
の
、
一
定
以
上
の
影
響
を
受
け
た

市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、
事
業
の

継
続
を
支
え
る
た
め
に
交
付
す
る
も
の

で
す
。

主
な
質
疑

質
疑
目
的
と
対
象
は

答
弁
国
の
持
続
化
給
付
金
の
給
付
対

象
が
前
年
の
売
上
高
と
比
べ
て
50
％
以

上
の
減
少
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
対

象
と
な
ら
な
い
、
売
上
高
が
30
％
以
上

50
％
未
満
減
少
し
た
事
業
者
を
対
象
と

し
て
お
り
、
事
業
の
下
支
え
を
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
事
業
活
動
全
般
に
関
わ

新
型
コ
ロ
ナ
　
早
急
な
経
済
支
援
を

一般会計予算
を増額補正

Pick up 1

る
経
費
を
補
助
す
る
。対
象
事
業
者
は
、

三
島
市
内
に
主
た
る
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
で
、
個
人

事
業
主
も
対
象
と
な
り
、
一
事
業
者
に

つ
き
10
万
円
を
交
付
す
る
。

質
疑
国
の
持
続
化
給
付
金
と
の
二
重

払
い
の
可
能
性
は

答
弁
持
続
化
給
付
金
と
の
二
重
払
い

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
は
、
６
月

ま
で
の
売
り
上
げ
減
少
に
伴
う
、
補
助

金
の
申
請
に
つ
い
て
、
給
付
金
に
申
請

し
て
い
な
い
こ
と
の
誓
約
書
の
提
出
を

求
め
、
申
請
様
式
に
給
付
金
の
受
給

チ
ェ
ッ
ク
欄
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

的
確
な
事
務
処
理
を
し
て
い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

補
助
金�
１
億
９
４
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
外
出
自
粛
の
影
響
を
受
け
た
市
内
経

済
を
活
性
化
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
商
品
券
の
販
売
時
期
お
よ
び
利

用
可
能
期
間
は

答
弁
三
島
商
工
会
議
所
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
詳
細
に
つ
い
て
制
度
設
計
を

進
め
る
が
、
10
月
初
旬
の
販
売
開
始
を

想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、利
用
可
能
期
間
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
２

波
、
第
３
波
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
実

施
と
な
る
た
め
、
利
用
可
能
期
間
に
最

大
限
の
余
裕
を
持
た
せ
、
５
カ
月
程
度

を
予
定
し
て
い
る
。

質
疑
販
売
方
法
と
買
い
占
め
防
止
対

策
は答

弁
平
成
27
年
度
の
同
種
事
業
の
反

省
を
踏
ま
え
、先
着
順
で
は
な
く
郵
送
、

ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
事
前
申
込
制
と

す
る
予
定
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
販
売
と
い

う
状
況
に
配
慮
し
、
感
染
拡
大
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
３
密
対
策
を
第
一
に

考
慮
し
て
い
る
。
事
前
申
込
制
に
す
る

こ
と
で
、
市
民
へ
の
限
定
販
売
が
可
能

と
な
り
、
購
入
上
限
数
を
設
け
る
こ
と

で
、
買
い
占
め
防
止
へ
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
対
象
以
外

に
も
、
そ
の
他
の
補
助
金
の
活
用
や
、

市
の
単
独
費
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
す
る
事
業

に
つ
い
て
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
五
輪
の
延
期
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
今
年
度
は
中
止
と
な
っ
た
事
業
に
つ

い
て
の
減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業　

�

３
８
３
８
万
６
千
円

　

休
業
や
離
職
等
に
よ
る
収
入
減
少
に

よ
り
、
家
賃
の
支
払
い
に
困
窮
し
て
い

る
方
や
、
住
居
を
喪
失
す
る
恐
れ
が
あ

る
方
を
対
象
と
す
る
、
住
居
確
保
給
付

金
の
申
請
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
必
要
経
費
を
追
加
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
申
請
か
ら
支
給
ま
で
の
期
間
は

答
弁
申
請
日
の
属
す
る
月
に
支
払
う

家
賃
相
当
分
か
ら
支
給
を
開
始
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
１
カ
月
以
内
に
は

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
申

請
日
の
属
す
る
家
賃
の
支
払
い
に
間
に

合
う
よ
う
申
請
手
続
き
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

「
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規

定
）」
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書
を
可

決
し
、
国
お
よ
び
関
係
機
関
へ
提
出
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
対
象
事
業
店
舗
の
休
業

等
に
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
主
に
対
す

る
協
力
金
給
付
事
業
や
、
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
等
の
予
算

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
常
任
委
員
会
の
委
員
の
選
任

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、落
ち
込
ん
だ
家
計
へ
の
支

援
策
と
し
て
、特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
等
を
行
う
た
め
、必
要
経
費
に
係
る
補

正
予
算
の
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

〈議第 46 号〉
【令和２年度三島市一般会計補正
予算（第４号）】（全会一致）
■補正予算額
　３億 6,299 万 6,000 円
〈議第 62 号〉
【令和２年度三島市一般会計補正
予算（第５号）】（全会一致）
■補正予算額　
　２億 4,750 万円

Pick up 1

〈発議第２号〉
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」
の改定を求める意見書

Pick up 2

すべての議案と結果などの
詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

Pick up 2

【その他、歳出の主な内容】
●保育所等改修費等支援事業費補助金
� 1,949 万 9,000 円
●保育環境改善等事業費補助金
� 988 万 6,000 円
●�新型コロナウイルス感染症拡大防
止事業費補助金� 1,300 万円
●�東京 2020 オリンピック・パラリン
ピック推進事業� △ 2,990 万円
●三嶋大祭り補助金� △ 2,500 万円

〈議第 43 号〉
令和２年度三島市一般
会計補正予算（第2号）
（全会一致）
■補正予算額
　３億 7,000 万円

令和２年
５月臨時会
５月15日

〈承第３号〉
令和２年度三島市一般
会計補正予算（第３号）
（全会一致）
■補正予算額
　111 億 6,000 万円

　

  

人
事
議
案

【
三
島
市
外
４
組
合
公
平
委
員
会
委
員
】

�

岩い
わ

﨑さ
き 

哲て
つ

郎ろ
う 

氏

【
三
島
市
農
業
委
員
会
委
員
】

　

葊ひ
ろ

瀬せ 

和か
ず

正ま
さ 

氏�

三み

浦う
ら 

正ま
さ

康や
す 

氏

　

髙た
か

橋は
し 

愽ひ
ろ

幸ゆ
き 

氏�

神こ
う

山や
ま 

衞も
り

憲か
ず 

氏

　

佐さ
と
う  

操み
さ
お 

氏�

髙た
か

橋は
し 

徹て
つ

司じ 

氏

　

山や
ま

田だ 

貴た
か

臣お
み 

氏�

細ほ
そ

井い 

憲の
り

子こ 

氏

　

望も
ち

月づ
き 

正ま
さ

己み 

氏�

山や
ま

田だ 

隆た
か

志し 

氏

　

市い
ち

川か
わ  

保た
も
つ 

氏�

瀬せ

川が
わ  

稔み
の
る 

氏

　

山や
ま

本も
と 

一か
づ

喜よ
し 

氏�

梶か
じ　

 

公き
み

彦ひ
こ 

氏

　

  

監
査
委
員
の
選
任

　

議
会
か
ら
松
田
吉
嗣
議
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
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議案番号 件　名 結果
承第３号 専決処分の報告及び承認について（令和２年度三島市一般会計補正予算（第３号）） 承認
承第４号 専決処分の報告及び承認について（令和２年度三島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）） 承認
承第５号 専決処分の報告及び承認について（三島市国民健康保険条例の一部を改正する条例） 承認
議第45号 三島市税賦課徴収条例の一部を改正する条例 可決

５月臨時会　議決結果

議案番号 件　名 結果
承第１号 専決処分の報告及び承認について（三島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認
承第２号 専決処分の報告及び承認について（令和２年度三島市一般会計補正予算（第１号）） 承認
議第43号 令和２年度三島市一般会計補正予算（第２号） 可決
議第44号 三島市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 可決

４月臨時会　議決結果

〈賛否が分かれた議案〉

※　○：賛成　　×：反対　　　※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

議
案
番
号

件　名 結
果

緑水会 新政会 新未来 21 公明 改革
みしま

ﾌｫｰﾗﾑ
三島

日本
共産党
議員団

松
田
吉
嗣

大
房
正
治

中
村　
　
仁

佐
野
淳
祥

甲
斐
幸
博

杉
澤
正
人

大
石
一
太
郎

古
長
谷
稔

沈
　
久
美

石
井
真
人

川
原
章
寛

岡
田
美
喜
子

宮
下
知
朗

鈴
木
文
子

堀
江
和
雄

村
田
耕
一

土
屋
利
絵

藤
江
康
儀

佐
藤
寛
文

野
村
諒
子

服
部
正
平

河
野
月
江

議
第
49
号

三島市特別職の職員の
給与の特例に関する条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議
第
50
号

三島市教育長の給与、勤
務時間その他の勤務条件
の特例に関する条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

６月定例会　議決結果
〈全会一致となった議案〉

議案番号 件　名 結果
議第46号 令和２年度三島市一般会計補正予算（第４号） 可決
議第47号 令和２年度三島市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
議第48号 物品購入契約の締結について（消防ポンプ自動車） 可決
議第51号 三島市介護保険条例の一部を改正する条例 可決
議第52号 三島市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例 可決
議第53号 三島市都市計画税条例の一部を改正する条例 可決
議第54号 三島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決
議第55号 三島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

議第56号 三島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例 可決

議第57号 三島市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第58号 三島市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 可決
議第59号 三島市監査委員の選任について 同意
議第60号 三島市外４組合公平委員会委員の選任について 同意
議第61号 三島市農業委員会委員の任命について 同意
議第62号 令和２年度三島市一般会計補正予算（第５号） 可決
発議第２号 「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改定を求める意見書 可決

議案の詳細は
こちら

佐
野
　
淳
祥

（
緑
水
会
）

中
学
吹
奏
楽
部
の
大
会
や
活
動
の
早
期
正
常
化
へ

Q
管
楽
器
は
飛
沫
拡
散
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
検
証

実
験
な
ど
で
は
、
そ
の
心
配
は
少
な
い
。
生
徒
た
ち
が
満

足
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
対
策
を
伺
う
。

A
現
在
は
、
個
人
練
習
や

パ
ー
ト
練
習
な
ど
、
感
染
症

リ
ス
ク
の
低
い
活
動
を
中
心

に
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

地
域
の
感
染
状
況
や
生
徒
の

練
習
状
況
等
を
考
慮
し
た
上

で
、
各
部
活
動
の
意
義
や
目

的
に
照
ら
し
て
、
試
合
形
式

の
練
習
や
合
奏
練
習
な
ど
段

階
的
に
実
施
し
て
い
く
。

活
動
困
難
な
市
内
美
術
家
や
音
楽
家
等
へ
の
支
援
を

Q
文
化
芸
術
を
鑑
賞
・
創
作
・
参
加
す
る
市
民
は
７
割
強
。

け
ん
引
役
で
あ
る
芸
術
家
は
、
活
動
自
粛
で
大
幅
な
収
入

減
に
直
面
し
て
い
る
が
、
対
策
を
伺
う
。

A
三
島
市
中
小
企
業
者
等
応
援
補
助
金
を
新
設
す
る
。
対

象
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
も
含
む

こ
と
も
想
定
し
て
い
る
た
め
、
美
術
家
・
音
楽
家
等
で
該
当

と
な
る
方
は
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
文
化
芸
術

利
用
団
体
等
か
ら
活
動
成
果
の
動
画
を
募
集
し
て
発
信
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

一般質問ここが
 聞きたい！

佐
藤
　
寛
文

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
三
島
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
本
市
へ

の
影
響
と
対
策

Q
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
で
、
三
島

市
の
今
年
度
お
よ
び
令
和
３
年
度
の
税
収
は
、
ど
の
程
度

の
減
収
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
市
税
の
現
年
課
税
分
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
は
、

法
人
市
民
税
等
の
減
収
や
、
徴
収
猶
予
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
当
初
予
算
額
に
対
し
６
億
円
程
度
の
減
収
を
想
定
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
、
不
確
定
要
素
が
多
い
中
で
の

推
計
で
、
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
額
に
対
し
16
億
円
程

度
の
減
収
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
災
害
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る

よ
う
に
、
各
避
難
所
の
収
容
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情

報
提
供
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
令
和
２
年
度
か
ら
導
入
し

た
避
難
所
運
営
支
援
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
災
害
対
策
本
部
に
集

ま
っ
た
避
難
所
か
ら
の
デ
ー
タ

を
簡
単
に
集
約
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
避

難
所
の
状
況
を
避
難
前
に
確
認

で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
情
報

提
供
し
て
い
く
。

感
染
症
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

石
井
　
真
人

�

（
新
政
会
）

広
域
健
康
医
療
拠
点・駅
前
再
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト

Q
第
２
波
へ
の
医
療
体
制
の
不
安
も
残
る
こ
と
か
ら
、

広
域
健
康
医
療
拠
点
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
見
直
す
た
め

に
、
都
市
計
画
決
定
を
遅
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

A
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
に
関
わ
ら
ず
、

交
通
利
便
性
の
高
い
駅
周
辺
に

健
康
・
医
療
機
能
を
有
す
る
複

合
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
の
重

要
性
は
今
後
も
大
き
く
変
わ
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
事
業
化
の

好
機
を
逃
さ
な
い
よ
う
、
市
民

の
意
見
を
伺
い
つ
つ
、
事
業
関
係

者
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

密
集
密
閉
型・駅
前
再
開
発
の
事
業
計
画
の
見
直
し

Q
静
岡
市
等
で
は
既
存
事
業
を
延
期
し
コ
ロ
ナ
対
策
に

注
力
す
る
中
、
コ
ロ
ナ
前
の
密
集
・
密
閉
型
再
開
発
の
事

業
計
画
を
変
更
せ
ず
に
進
め
る
理
由
を
伺
う
。

A
短
期
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
並
行
し
、
中
・

長
期
的
な
展
望
で
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
中
で
も
、

三
島
駅
前
再
開
発
は
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
事
業
で
あ

り
、
事
業
計
画
に
修
正
を
加
え
つ
つ
、
関
係
者
の
力
を
合

わ
せ
事
業
を
進
め
て
い
く
。

難
聴
児
・
者
へ
文
化
会
館
利
用
の
新
た
な
対
応
と
は

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
応
募
す
る
予
定
は
あ
る
か

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項

このページ以降の会派名は、６月定例会時点の所属会派となります。
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岡
田 

美
喜
子

�

（
新
未
来
21
）

高
齢
者
の
新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
悪
化
が
心

配
さ
れ
る
。
今
夏
は
感
染
予
防
を
し
な
が
ら
熱
中
症
対
策

が
求
め
ら
れ
る
が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

A
新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
地
域
の
居
場
所
等
に
周
知
す
る
と
と
も

に
、「
シ
ニ
ア
版
コ
ロ
ナ
に
勝
と
う
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
を

65
歳
以
上
の
方
全
員
に
配
布
す
る
際
に
も
、
熱
中
症
予
防

を
呼
び
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
の
医
師
を
講
師
に
迎

え
講
演
会
も
実
施
す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

Q
安
全
で
快
適
な
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
市
民
文

化
会
館
玄
関
前
の
階
段
に
、
手
す
り
の
増
設
や
障
が
い
者

の
た
め
の
点
字
誘
導
案
内
を
設
置
で
き
な
い
か
。

A
市
民
文
化
会
館
玄
関
前
の
階
段
は
、
幅
が
広
く
延
長

が
長
い
階
段
の
た
め
、
施
設
利
用
者
に
配
慮
し
、
今
回
の

大
規
模
改
修
工
事
で
階
段

の
両
端
部
床
面
か
ら
65
ｃｍ

と
85
ｃｍ
の
２
種
類
の
高
さ

の
手
す
り
を
設
置
す
る
。

ま
た
手
す
り
に
は
、
視
覚

障
が
い
者
に
配
慮
し
た
点

字
の
誘
導
案
内
を
併
せ
て

設
置
す
る
。

野
村
　
諒
子

�（
フ
ォ
ー
ラ
ム
三
島
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
取
り
組
み

Q
今
後
も
感
染
者
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
師
会
等
と
連
携
し
検
査
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
三

島
市
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A
感
染
拡
大
を
抑
え
な
が
ら
社
会
経
済
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
新
し
い
生
活
様
式
の
普
及

啓
発
に
一
層
努
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
は
、
三
島
市

医
師
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
県
や
保
健
所
と
協
議
を
行
い
、

地
域
外
来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

新
し
い
働
き
方
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に

Q
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
勤
務
形
態
が
変
わ
り
、
地
方
都
市

の
魅
力
が
再
認
識
さ
れ
る
中
、
三
島
市
が
選
ば
れ
る
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
。

A
本
市
に
住
む
魅
力
に
つ
い
て
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
や

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整

備
、
優
れ
た
子
育
て
支
援

策
の
情
報
発
信
の
強
化
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
を
進
め
、
若

い
世
代
に
移
住
先
と
し
て

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

甲
斐
　
幸
博

　
　
　
（
緑
水
会
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

Q
第
２
波
、
第
３
波
を
考
え
、
疑
い
の
あ
る
方
が
す
ぐ

に
検
査
で
き
る
よ
う
、「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
予
想
さ
れ
る
感
染
拡
大
に
備
え
て
、
県
・
東
部
保
健
所
・

三
島
市
医
師
会
・
市
に
よ
る
意
見
交
換
や
協
議
を
行
っ
た
。

協
議
を
受
け
、
三
島
市
医
師
会
か
ら
具
体
的
な
提
案
を
い

た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市

内
に
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
・

協
議
を
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
習
保
障
に
つ
い
て

Q
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
想
像
以
上

に
心
の
負
担
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
心
の
ケ
ア
な
ど
の
対
策
を
伺
う
。

A
学
級
担
任
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
面
談
や

養
護
教
諭
等
を
中
心
と
し
た

き
め
細
か
な
健
康
観
察
や
健

康
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
児
童
生
徒
の
ス
ト

レ
ス
等
の
把
握
に
努
め
、
保

護
者
や
関
係
機
関
等
と
連
携

の
上
、
心
身
の
健
康
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
各
校

を
支
援
し
て
い
く
。

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

再
開
後
の
学
校
で
子
ど
も
と
教
員
を
支
え
る
施
策
を

Q
児
童
生
徒
へ
の
心
の
ケ
ア
や
、
学
び
を
保
障
す
る
手

厚
く
柔
軟
な
教
育
と
指
導
が
必
要
だ
が
、
小
学
校
全
学
年

に
学
習
支
援
員
を
配
置
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
県
の
通
知
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
補
習

等
支
援
事
業
に
係
る
学
習
支

援
員
を
各
小
中
学
校
に
１
人

配
置
」
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い

る
が
、
市
と
し
て
全
学
年
へ

の
支
援
員
配
置
は
難
し
い
。

今
後
も
地
域
学
校
協
働
本
部

な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学

校
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
に
寄
り
添
っ
た
生
活
保
護
行
政
を

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
就
労
や
保
有
資
産
等
に
関
す
る

保
護
受
給
要
件
が
国
に
よ
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
が
、
相
談

者
へ
の
対
応
時
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

A
国
や
県
か
ら
の
通
知
等
は
、
内
容
を
確
実
に
把
握
の

上
、実
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
通
知
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

三
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
三
島
市
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
て
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
方
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

沈
　
　
久
美

�

（
新
政
会
）

休
校
中
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
給
食
用
食
材
の
対
応

Q
コ
ロ
ナ
休
校
中
の
給
食
停
止
は
一
人
当
た
り
約
40
食

に
及
ん
だ
が
、
使
用
予
定
で
あ
っ
た
食
材
等
は
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
た
の
か
。

A
３
月
は
お
お
む
ね
キ
ャ
ン
セ
ル
が
で
き
、
保
存
が
可

能
な
調
味
料
等
は
給
食
再
開
後

に
使
用
し
て
い
る
。
４
、５
月
は

事
前
に
発
注
を
控
え
る
な
ど
対

策
を
講
じ
た
た
め
、
食
材
の
無

駄
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
な
お
、

該
当
す
る
事
業
者
に
は
国
の
補

助
金
を
活
用
し
、
支
援
す
る
手

続
き
を
行
っ
て
い
る
。

再
休
校
時
の
給
食
や
代
替
食
提
供
に
関
す
る
見
解
は

Q
給
食
停
止
中
も
子
ど
も
の
食
や
家
計
負
担
は
考
慮
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
他
市
町
で
は
弁
当
配
布
や
持
ち
帰

り
給
食
の
事
例
が
あ
っ
た
。
再
休
校
時
の
対
応
を
伺
う
。

A
学
校
に
お
け
る
弁
当
の
配
布
な
ど
は
衛
生
面
や
人
員

の
課
題
か
ら
、
現
在
対
応
を
考
え
て
は
い
な
い
。
ま
た
、

給
食
に
近
い
食
事
な
ど
の
提
供
も
感
染
症
対
策
を
考
慮
す

る
と
難
し
い
。
再
休
校
時
に
は
状
況
に
応
じ
て
登
校
の
方

法
を
工
夫
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
給
食
提
供
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

古
長
谷
　
稔

　
　
　
（
新
政
会
）

コ
ロ
ナ
対
策
と
防
災
行
動
と
の
整
合
性

Q
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
を
踏
ま
え
た
水
害
時
・
地
震

時
の
避
難
所
開
設
に
つ
い
て
、
教
室
等
へ
の
垂
直
避
難
の

考
え
も
含
め
、
当
市
の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

A
風
水
害
時
に
避
難
者
数

が
増
加
し
た
場
合
に
は
「
密
」

を
避
け
る
た
め
、
速
や
か
に

校
舎
を
開
放
し
て
垂
直
避
難

を
行
う
。
地
震
時
の
避
難
に

つ
い
て
は
長
期
化
が
予
想
さ

れ
、
校
舎
の
使
用
は
授
業
再

開
に
支
障
が
出
る
た
め
、
学

校
側
と
相
談
し
た
上
で
、
使

用
期
間
や
範
囲
な
ど
を
決
定

す
る
。

下
水
道
広
域
化
、
可
能
性
調
査
の
結
果
を
受
け
て

Q
経
済
面
、
技
術
面
、
持
続
可
能
性
等
に
つ
い
て
５
つ

の
案
で
可
能
性
を
調
査
し
た
結
果
、
事
業
費
や
三
島
市
の

負
担
見
込
額
等
、
わ
か
っ
た
こ
と
は
何
か
。

A
今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
将
来
、
長
伏
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
建
て
替
え
る
案
が
最
も
安
価
と
な
っ
た
が
、
今
後
、
さ

ら
に
、
超
長
期
の
汚
水
量
お
よ
び
処
理
単
価
推
移
予
測
や

市
の
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
影
響
、
施
設
の
耐
震
化
な
ど

を
踏
ま
え
た
詳
細
な
調
査
を
進
め
、
方
針
を
確
定
し
て
い

き
た
い
。

学
校
給
食
公
会
計
の
利
点
と
公
会
計
化
へ
の
進
捗
は

他
の
質
問
事
項
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土
屋
　
利
絵

�

（
改
革
み
し
ま
）

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
不
登
校
対
策

Q
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
支
給
し
、
学
校
に
行
く
こ

と
が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
授
業
が
受
け
ら
れ

る
環
境
を
整
備
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
互
い
の
表
情
を
見
な
が
ら
、
会
話
を
し
た
り
学
習
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
子
ど
も

の
変
化
に
も
気
付
く
こ
と
が

で
き
、
精
神
的
な
ケ
ア
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
必
要
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
研
究
を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
の
方
々
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
シ
ス
テ
ム
導
入

Q
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
々
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
。

A
地
域
サ
ロ
ン
や
通
い
の
場
の
代
表
者
を
対
象
に
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
の
体
験
会
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
向
け
運
動

教
室
に
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
教
室
を
導
入
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
静
岡
県
が
実
施
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
通
い
の
場
モ

デ
ル
事
業
」
に
選
出
さ
れ
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
通
し
た

運
動
指
導
を
配
信
し
て
い
く
。

夏
に
向
け
た
水
害
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

村
田
　
耕
一

　
　
　
（
公
明
）

妊
婦
の
皆
さ
ん
に
応
援
給
付
金
を
支
給
で
き
な
い
か

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
心
理
的
負
担
も
大

き
い
状
況
を
受
け
、
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た
め
に
妊

婦
応
援
給
付
金
を
支
給
で
き
な
い
か
。

A
厳
し
い
環
境
の
変
化
の
中
で
多
く
の
不
安
を
抱
え
、

緊
張
を
強
い
ら
れ
て
い
た
妊
婦
の
皆
さ
ま
が
、
少
し
で
も

穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
た

だ
き
、
安
心
し
て
出
産
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
激
励

の
意
味
も
込
め
、
出
産
支

援
金
も
し
く
は
出
産
応
援

金
を
給
付
す
る
ス
キ
ー
ム

を
検
討
し
て
い
る
。

避
難
所
指
定
の
自
治
会
集
会
所
の
コ
ロ
ナ
対
策

Q
24
の
学
校
の
指
定
避
難
所
に
は
衛
生
用
品
が
配
備
さ

れ
る
が
、
そ
の
他
に
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

自
治
会
集
会
所
に
も
配
備
で
き
な
い
か
。

A
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
治
会
の

集
会
所
な
ど
に
も
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
等
を
配

布
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
災
害
時
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
自
主
防
災
組
織
が
非

接
触
型
体
温
計
等
を
購
入
す
る
場
合
は
、
防
災
活
動
事
業

費
補
助
金
の
対
象
と
す
る
。

大
石
一
太
郎
　

�

（
新
政
会
）

少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
計
画
策
定
と
政
策
運
営
を

Q
政
策
全
般
を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
戦
略
論
と
し
て
の
総
合
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
総
合
計
画
と
個
別
計
画
、
個
別
計
画

間
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
と
る
の
か
伺
う
。

A
総
合
計
画
は
、
各
部
署
か
ら
選
出
の
策
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
委
員
に
よ
り
素
案
を
作
成
し
、
部
長
等
で
構

成
す
る
策
定
委
員
会
で
計
画
案
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
個

別
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

基
本
計
画
の
各
施
策
の
ペ
ー
ジ
に
個
別
計
画
名
を
明
記
し
、

関
連
性
を
明
確
化
す
る
。

東
街
区
再
開
発
事
業
の
計
画
修
正
等
へ
の
取
り
組
み

Q
住
宅
補
助
や
商
業
規
模
、
駐
車
台
数
な
ど
課
題
が
あ

る
中
、
市
民
の
利
便
性
と
投
資
効
果
の
高
い
事
業
と
す
る

た
め
、
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き
な
ど
が
、
一
歩
一
歩
着
実

に
進
む
現
段
階
で
は
、
建

物
の
主
要
な
用
途
や
規
模

な
ど
の
大
幅
な
修
正
は
で

き
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、

導
入
機
能
は
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
施
設
計
画
と
な
る
よ

う
、
調
査
・
検
討
を
重
ね

る
予
定
で
あ
る
。

服
部
　
正
平

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

「
新
生
活
様
式
」
が
当
市
事
業
計
画
に
与
え
る

影
響
と
対
策

Q
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
的
と
す
る
「
観
光
誘
客
」
は
、

新
生
活
様
式
と
相
反
す
る
事
業
で
は
な
い
か
。見
解
を
伺
う
。

A
観
光
振
興
も
含
め
た
外
出
自
粛
の
緩
和
に
伴
う
段
階

的
な
経
済
活
動
の
再
開
に
向

け
、
近
隣
市
町
か
ら
本
市
に

来
訪
さ
れ
る
方
々
の
安
心
感

の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
三
島
市
観
光
協
会
と
連

携
し
、
観
光
施
設
等
に
お
け

る
感
染
防
止
対
策
の
取
り
組

み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
再
開
発
事
業
調
査
等
の
事
業
よ
り
、

市
民
の
暮
ら
し
の
応
援
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
予
算
配
分
を
行
う
の
か
。

A
歳
入
減
が
見
込
ま
れ
る
中
、
予
算
が
配
当
さ
れ
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
も
、
そ
の
有
効
性
を
再
度
精
査
し
、
執

行
停
止
や
減
額
を
行
っ
て
い
く
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
事

業
や
、
市
民
生
活
の
向
上
、
将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
必

要
不
可
欠
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
執
行
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

弱
ま
る
地
域
の
絆
を
取
り
戻
す
施
策
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

宮
下
　
知
朗

�

（
新
未
来
21
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
な
ど
今
後
の
支
援
対
策

Q
地
方
消
費
の
喚
起
・
下
支
え
と
停
滞
す
る
社
会
経
済

活
動
の
引
き
上
げ
を
目
的
に
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た

今
後
の
支
援
対
策
実
施
の
可
能
性
を
伺
う
。

A
新
し
い
生
活
様
式
を
前
提
に
市
域
経
済
の
好
循
環
を

促
す
対
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
に
つ

い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
販
売
額
と
し

て
は
８
億
円
分
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
20
％
等
と
な
っ
て
お

り
、
本
会
期
中
に
補
正
予
算
の
議
案
と
し
て
上
程
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
中
学
校
の
熱
中
症
対
策

Q
夏
季
休
業
期
間
の
23
日
間
短
縮
や
マ
ス
ク
を
着
用
し

た
学
校
生
活
に
よ
り
、
例
年
以
上
に
熱
中
症
に
対
す
る
注

意
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
対
策
を
伺
う
。

A
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
マ
ス
ク
を
外
す

よ
う
児
童
生
徒
に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
低
学
年
児
童

が
着
用
し
て
い
る
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
、
家
庭
の
判

断
で
帽
子
な
ど
に
代
え
て
も

よ
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
等
も
行

う
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

杉
澤
　
正
人

　
　
　
（
新
政
会
）

再
開
発
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
申
請

Q
事
前
評
価
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
「
円
滑
な
事
業
執
行

の
環
境
」
項
目
に
あ
る
「
事
業
熟
度
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

A
準
備
組
合
・
事
業
協
力
者
・
市
で
締
結
し
た
事
業
協

力
協
定
に
よ
り
、
事
業
成
立
に

不
可
欠
な
保
留
床
処
分
の
目
途

が
立
っ
て
い
る
こ
と
や
、
基
礎

調
査
等
の
資
金
が
確
保
で
き
、

事
業
採
算
性
に
裏
付
が
あ
る
検

討
を
行
っ
て
い
る
点
、
都
市
計

画
決
定
・
変
更
の
手
続
き
に
取

り
掛
か
る
段
階
に
あ
る
点
と
考

え
る
。

Q
「
住
民
の
合
意
形
成
を
踏
ま
え
た
事
業
実
施
の
確
実

性
」
に
○(

マ
ル)

を
つ
け
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
判
断

か
ら
そ
の
よ
う
に
判
定
し
た
の
か
。

A
事
業
実
施
に
は
施
行
地
区
の
権
利
者
の
合
意
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
が
、
関
係
す
る
土
地
・
建
物
所
有
者
全
員

が
準
備
組
合
に
加
入
し
、
現
行
の
事
業
内
容
等
に
ご
理
解

い
た
だ
い
て
い
る
。
な
お
、
当
該
事
業
は
公
有
地
が
多
い

た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事

業
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

地
方
分
散
化
の
動
き
に
連
動
し
た
企
業
誘
致
の
強
化

地
元
の
機
運
の
「
地
元
」
は
市
民
か
地
権
者
か

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項
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市議会ホームページをご覧ください
　「議会映像」をクリック
すると、市議会の本会議
を見ることができます。
　「ライブ中継」は本会
議の開催日にリアルタイ
ムで、「録画映像」は 24
時間いつでも見ることが
できます。（「録画映像」
の公開は本会議の約１週
間後からです。）

スマホでも！タブレットでも！

議会だより編集委員会
委員長：村田 耕一　　副委員長：甲斐 幸博　　委　員：沈 久美、宮下 知朗、藤江 康儀、野村 諒子、河野 月江

９月定例会のお知らせ
日 月 火 水 木 金 土
9/6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 10/1 2 3

本会議は午後１時、常任委員会は午前 10時からの開会予定です。
日程は変更になる場合があります。

表紙の写真はどこでしょう？
　表紙の写真の場所は、どこかわかりますか？ 
　昭和初め頃に、今の県道沼津三島線（旧道）の加屋町周辺を
撮影したと考えられます。
　伊豆箱根鉄道には、かつて三島六反田（現：三島広小路駅）
と沼津駅前を結ぶ路面電車があり、「チンチン電車」とも呼ばれ、
市民の足として親しまれていました。
　また、表紙の罫は三嶋柄と呼ばれる、三島茶碗や三島暦にルー
ツを持つ文様です。昔の文化や伝統を見直すことで、三島の魅
力を再発見できるかもしれません。� 議会だより編集委員会一同

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

一般質問
予備日

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（決算審査）

常任委員会
（決算審査）

（ ）
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　例年、市民の皆さまとの意見交換の場として、ワークショップ形式での「議会報告会」を秋に開催していま
したが、今年は新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、市民の方にお集まりいただく議会報告会は行わない
こととしました。
　楽しみにされていた皆さまには誠に申し訳ございませんが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　　　 議会運営委員会
　　　 議案説明（動画配信にて）
 9 日～ 24日　６月定例会
 9 日　�各派代表者会議
　　　 本会議（議案審議）
　　　 議会だより編集委員会
16日～18日　本会議（一般質問）
16 日　議会報告会運営会議
17 日　�各派代表者会議
　　　 議会運営委員会
24 日　本会議（議案審議）
30 日　議会だより編集委員会

４
 7 日　各派代表者会議
16 日　各派代表者会議
21 日　各派代表者会議
27 日　�各派代表者会議
　　　 議会運営委員会
　　　 議案説明会
30 日　４月臨時会

 8 日　�各派代表者会議
　　　 議会運営委員会

５

　　　 議案説明（動画配信にて）
15 日　５月臨時会
19 日　�経済建設委員会
　　　 （所管事項説明）
20 日　�福祉教育委員会
　　　 （所管事項説明）
21 日　�総務委員会（所管事項説明）
28 日　各派代表者会議

 2 日　�各派代表者会議
６

●●● 議会報告会に関するお知らせ ●●●


